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A Study on Korean WorkerうsParties (KWP) ， South and North 


























































たちの~I"党的行為と hlJJ 争して党内のjぷ組統一と党規律を強化するためJ に組織された。後者による活動
























った。いち早く党中央常務委員会では f党の成長において注意すべきことj として r1 党内に労働者、
















































































































森 制 J:;C!;;-jr!i EL 
まず各党上級組織の認可を受けて選出されたり無所属で出馬した頭、果、澗の各次元の立候補者ひとり

























































































男 90.40% 履農 0.17% 中農 19.91% 労働党員 56.21 % 育友党員 5.40%




















































































































( 1 )金柱絃「北朝鮮持動議21 誕生(北朝鮮労働党の誕生)J 勤努者j斜刊号(平壌、 1946年10月)、
p目 41.
(2) 1946年7月末頃に脅かれた執筆者不明の資料には全体のタイトlレがないので、その記述部分のある
第2常につけられた小タイトノレを掲げる。 2. nOJIMTMtJecKMe napTMM li o6I1，ec 





chairman) Jとしてl武{壬したと{云えらオ1た。 AssistantChief of Staff， G-2， United States Army 
Forces in Korea， North f(orea Today for American Eyes OnJy， p. 5. (中福龍編 F鶴岡分断史資
国一 3、ソウル、}京主文化社、 1991年、 p.396.)
(5)前稿で言及できなかった党規約については、第2次全党大会での修正部分を考慮しながら本稿で補
充ずる。“北朝鮮持動禁規約"、 f北朝鮮持動議第2次全熊大曾曾議銭j、:朝鮮労動議大曾
(一)、ソウル、国土統一段、 1980年、 pp.272-273. [以下?資料集Jと略記]
(6) I威街道議常務委員曾21 議組織問題吋i闘を 決定吋! 封卦o:j (戚鋭南道党常務委員会の党組
織問題に関する決定書について)、北朝鮮努動紫中央常務委員曾第32次曾議決定書(1947年4月28





1%、 501~1 ， 000 ウォンが2%、 1 ， 000ウォン以上が3%で、農民は 1 カ月に 10ウォン、学生が
同1ウォンた、った。 f資料集 pp.273， 275. 
(8) I北朝鮮労動議各級議問機組織強化叫11j卦O:j(北朝鮮労働党の各級党団体組織の強化について)、
北朝鮮努動銭1=1:)9ミ常務委員曾第34次禽議決定書 (1947年5月17El)Jr常務委決定集jp. 217 
(9) I主主財政吋1 ~品u ~升o:j (党財政に関して)、発動索中央委員曾第2次合議決定書 (1946年9丹25El) J 
?絶霊H必密 決定集 0946.9 1951.11 議中央委員曾)朝鮮労動議中央委員曾、 p.5. [以下
:中央委決定集j と略記}
(10) I窯財政浪費斗 財政規律斗iおきトo:j (党財政浪費と財政規律について)、北朝鮮搭動議中央常務委
員曾第43次曾議決定書 (1947年9月16日)J r常務委決定集jpp. 283凶284.
(11 )党規約第4条に「各級党団体と各党員は、党中央委員会の決定を義務的に遵守しなければならず、
党の上級機関の指示は下級機関の厳格な指導となるj という一項があった。 f資料集JIp.271. 
(12) I工場、鉱山、炭坑、鉄道、盟(農村)、農場、学校、行政機関、街頭、その他の公共施設等に党員




(3)英換「発動議2j 部立ヰ 歯面を 諸課業外i割合十件(労働党の創立と当面する諸課業について)J 









(17) 1発動議唯一謀議授輿叫 封誹o:j (労働党唯一党誌授与について)、北朝鮮労動議中央常務委員曾第
5次曾議決定書 (1946年9月23日)J r常務委決定集 p.11. 
(8) 1平壌特別市人民委員食肉薄;開館4 事業情形吋i到誹o:j (平壌特那市人民委員会内党自体の事業
状況について)、北朝鮮持動議中央常務委員曾第17次禽議決定書 (1946年12月17日)J r常務委決定
集 p.82 
(9) 1王子壌南道 裂 各道議問鰹2j 議謹J受興事業滋行↑奇形外l封誹o:j (平安南道および各道党団体
の党託授与事業進行の状況について)、北朝鮮労動議中央常務委員食第18次食議決定書 (1946年12







(22) 15・1節準備斗 進行吋! 筆?を 方針 (5・1節準備と進行についての方針)、北朝鮮努動議中
央常務委員曾第29次曾議決定書 (1947年3月28日)J r常務委決定集.llp. 181. 
(23) 18・15解放第2周年紀念準備斗 滋行叫 関卦o:j (8・15解放第2m]年記念準鍛と進行に関し
て)、北朝鮮勢動議中央常務委員曾第38次曾議決定書 (1947年7月3日)J r常務委決定集Jp. 250. 





者、農民の力でつくらなくてはなりません。j 農組支部青年同盟?回覧 共産主義浩 平切ゼ7}! 
(共産主義とは何か!)J2面。この資料は、当時のパンフレットである。





(28)朱寧河?北朝鮮努動諜創立一周年J1.j-朝鮮持 民主化吾潟も 闘争吋iペ ユ斜 役割(北朝鮮
労働党創立一応i年と朝鮮の民主化のための闘争におけるその役割).1平壌、北朝鮮接動議中央本部室
傍鳴動部、 1947年、 pp.10即日目
(29)朱寧河「選謬運動21 意義斗 探21 歯国課題(選挙運動の意義と党の当面課題)J W勤労者J創













吋1 I羽さトo:j (北朝鮮菌、里 o向)人民委員会委員選挙事業に関して)、北朝鮮努動議中央常務
委員食第27次禽議決定者 (1947年3月10自)J r常務委決定集.!pp. 159-161. 
(34)金科泰「北朝鮮民主選挙21 総結ヰ 持動議斗 首面課業(北朝鮮民主選挙の総結と労働党の当
間諜業)J r勤労者.1NO.2 (王子壊、 1947年2月)、 pp.33-34. I~r分率の数字は一部まちがっている
が、原文どおり記した。
(35) HQ， USAFIK， X X N Corps， IntelJjgence Summary Northθrn Korea， No.34 (1947.4.ト
1947.4.15)， p. 15. (r在韓美E宮北韓情報要約3第2巻、春JI、翰林大学校アジア文化研究所、
1989f下、 p.7.)
(36)金科泰、前掲論文、 p.58.
(37) i議事業中斗刈 部分的議圏踏を"'1 1巳号 厳重宅 設謬斗;吹貼会 退治管外i 閥卦o~ (賞;
事業中で部分的党団体が犯した重大な誤謬と欠点を退治することに関して)、努動議el:J)ミ委員曾第6




月7日)J r常務委決定集.1p. 129. 
(39) 第九次会議録、時日 1947年 1丹6司、場所 政治学校舎議室i安州、 1947年、 pp.2-3 
(40) i青少年群衆文化 実 鶴湾事業外1 ~J 卦o:j (青少年の群衆文化および体育事業に関して)、北朝鮮
発動議中央常務委員曾第37次曾議決定書 (1947年6月11日)J J常務委決定集 p.242.
(41)コメは10月20日、思は同月30日、キピは同月25日、その飽の穀物は同月30日の徴収期限とされた。
「農業現物税徴収事業斗! 史Jo同 黄海道議函館21 協助情形斗i封卦O:j(農業現物税徴収事業
94 森 去一 寂
において黄海道党団体の協助状況について)、北朝鮮労動窯中央常務委 ア次脅議決定者
(1946年10月8臼)J 常務委決定集 pp.22-25. 
(42) r治資組合会j 臨穀牧民事業斗1lt1ti}吋(消費組合の結穀貿い取り卒業について)、北朝鮮労動鉱工1=
央常務委員曾第16次曾議決定者 (1946年12)=J6日)J 常務委決定集 p.70-73.
(43) r農民間盟 事業報告外! 封卦o:j (農民同盟の卒業報告について)、北報鮮勢動録中央常務委員曾第
21次草子議決定:rl}(1947年 1月28臼)J 常務委決定集 p.122. 




農業現物税改定叶1臨む 決定書斗1封吉井o:j (農業現物税改定にW;Iする決定舎について)J 北努
探麟第63蹴(農民部) 1947年5)=]21臼 1-2而。なお民業現物税の坂麓高に対する比率は、 1
に27%、対Iに23%、火1には10%とされた。これは f農業現物税の賦謀、徴収を更に公正にし、火
由民の生活水準を向 j二させるためJという。「改正司 農業現物税法令官施叶i 訟。刊 誌露関
史 探員誉会J 協劫方針斗i封誹o:j (改正された農業現物税法令の実施において党団体および党員
たちの協llJ方針について)、北朝鮮努動?認可l央常務委員合治i35次曾議決定者 (1947年5月20日)J 
j常務委決定集 p.222 
(46) r移税総結 実 除草進行↑奇形斗 早期作物取穫準鏑外i 封竜王 問i漣営企1 協助 '1宵Jf~斗i
封辞o:j (1干Ifu自え総結およびi徐草進行状況と平均j作物収穫準舗に対する党団体の協劫状況について)、
北朝鮮持動議中央常務委員食第38次曾議決定書 (1947年7月3日)J 常務委決定集 p.247.
(47) r 1947年度早期作物現物挽徴収総結ヰ 抗期作物現物税徴収準備事業斗i 対外λ~ 闘艇判 官
地的協助方針叫1 YN誹o:j (1947年早期作物現物税徴収総結と晩期作物現物税徴収準備事業において
党間体の実地的協助方針ーについて)、北朝鮮労動議中央常務委員合第43次合議決定諮 (1947年9月







(51) r金清元愛国米運動中止叫 闘吉井o:j (金済元愛国米運動の r:l:r 止に関して)、北卒~Jf(，r!f努動禁中央常務
委員曾第21次合議決定者(19471:[:1 )=]28[1)日常務委決定集 pp.126-127. 
(52)北朝鮮持動;慌江原道麟蹄部F持活部委員長召を召 (キム・スンギル) r麟蹄部謀者名委員長註(宛)
愛関米蹴納吋! 盟主持O:j(愛関米紙納について)J北持紫斑第二七一躍， 1947年8J=J 14日 1-2面。
(53)紙同での宣伝は枚2まさに切りがない。このスローガンは?農民新聞J第169号 (1947年9PH31=1) 1 
師。
(54) 北朝鮮労裂は，~í江原道麟蹄部議fflí委員長引噂菩 (キム・ピョンフン) r各面禁部委員長話(宛) 生




(55) r首都事i!1121 春期播種事業叶i 説0;ぺ 企j 協劫方針斗1 tW~許ooj (I哉君界都の容器播樺事業に
おいて党団体の協助方針について)、北朝鮮努動禁中央常務委員曾第31
18日)J 務委決定集 pp.200-201. 
(1947今三4月
(56) r早期農業現物税徴収事業外 支10;刈 泊 21 tあ助情形外i封さ十件 (早期農業現物
税の徴収事業において黄海道党団体の協助状況について)、北朝鮮労動指中央常務委員食第39次曾議
(1947年7FH1日)J 常務委決定集 pp.256-258. 
(57) r北朝鮮持勤者 裂 事務長。1 器も 持動法令護イli1周年叫i関針。9(北朝鮮労働者および事
務員に対する労働法令発布 1周年に関して)、北朝鮮提勤務:中央常務委員合第36次曾議決定者
(1947年5月29El J 常務委決定集lp. 235. r4. 5月生産主工程t.:i1} 第3・4竿羽生産計剖賀
行外! 封辞oj (4. 5月の生産実績と第3 ・ 4~1斗民生産計画実行について)、北iji)出下発動挺中央常務委
員合おi38次合議決定諮 (1947年7Y'J 31ミI)Jr常務委決定集Jp. 245. 
(58) これは1946年9月に釜山鉄道労働者により行われたいわゆる rg月ゼネ・ストjに諜して採択され
た決定である。 r南朝鮮問題叫 f1吉井oj (南朝鮮問題について)、北朝鮮持動議中央常務委員曾第6
(1946年9月27日)J 常務委決定集 p.12
(59) J北朝鮮職業総同盟第二次中央大段。1ぺ 陳述宅 金日成委員長21 演説 uと朝鮮職業総同盟第2
次中央大会で諒述した金日成委員長の演説) 平壊、北朝鮮労動諮1:1央本部宣{博信動部、 1947年、
p. 10 
(60) rql品業関盟指導機関選禦 裂 組織改編01] !lN卦吋(職業開盟指導機関選挙および組織改編につい
て)、北朝鮮持動議中央常務委員合第44次官手議決定書 (1947年10月2ED J 常務委決定集jp.304. 
(61) r茂潟製織所前半期生産改定数字賀行。1 説付斗 窓際l開会J 協助↑奇形外i室、;卦09 (Jlj~~毎製鉄所
の前半期生産予定数字実行において党i主体の協劫状況について)、北朝鮮労動話r:j:1央常務委員曾第40
次脅議決定書 (1947年7J'l31 日)J 常務委決定集d p.267. 
(62) r潟設組合 生産合作枇組織斗iお辞oj (消費組合の生産合作社組織について)、北朝鮮労動議中央
常務委員曾第42次曾議決定者 (1947年9月 1日)J 常務委決定集lp.277. 
(63) r生産必需品増産斗i封卦oj (生産必需品増産について)、北朝鮮労動~\i!{r=I:1央常務委員曾第48次脅議
決定書 (1947年11月10EJ)J 常務委決定集 p.326.
(64) r，或南道漁業生産計劃賀行外! 対外刈 熊閤号21 1翁助情形斗! 釘訴。9(/或鋭南道漁業生産計
i函i実行において党団体の協助状況について)、北朝鮮労li1ば:送中央常務委員合第37次合議決定書
(1947年6月日日)J 常務委決定集lp目236.
(65) r開問契約締結進行斗 封宅 情形報告吋1 r封卦oj (団体契約締結進行についての状況報告に関
して)、北朝鮮持動張中央常務委員合第7次曾議決定者(1946年10月8日)J 常務委決定築j
p.20. 
(66) r図鵠契約理想?斗 賃金比率表修正斗1 1剥誹吋(間体契約更新と賃金比率表修正に関して)、朝鮮努
動議中央政治委員曾第33次曾議決定書 (1947年8月21臼)J 絶釘秘密 決定集(1947.8-1953.
7 央政治委員合)~ 半壊、朝鮮持動禁中央委員合、 p.l. 
(67) r各道市(磁域)部認部副部長増加配置吋1 [i割合}ooJ(各道、 TT(区域)、部党議:説部長の培加配援に
関して)、北朝鮮努動禁中央常務委員曾第38次曾議決定書 (1947年7月313)J 常務委決定集 p
252. 
(68) r唯一京諮授興事業社謹斗1 1認さトoj (唯一党証授与事業の完了に閲して)、北朝鮮労動認中央常務委




(69) r北朝鮮勢動禁謀長成員叶! 関む 1947年8月l日現夜 統計叶! 関卦o:j (北朝鮮労働党の党員
成員に関する 1947年8月1日現在の統計おに関して)、北朝鮮持動議中央常務委員食第41次禽議決定
書 (1947年8月21日)J ~常務委決定集j p.274. 
